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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

病院・ｼｮｰﾄｽﾃｲの施設より、空床の問い合
わせあり。情報提供している。茅野市事業
所連絡会に参加。介護相談員さんが毎月来
所されご利用者様との交流やｽﾀｯﾌの相談
に応じて下さっている。

介護保険関連の問合せをしたり相談をしている。市の事業
所連絡会が2ヶ月に1回開催されており、勉強会が行われる
こともあり、地域の情報収集やスキルアップにつなげてい
る。介護保険の認定調査もホームで行われ家族が出席す
ることもある。介護相談員全体の会報が年2回ホームにも
届けられ運営に役立てている。

年一回、身体拘束についての勉強会を計画
実施している。法人内の定例会にて上がっ
た事例をもとに随時伝達を行い、身体拘束
に対する意識の強化を行っている。

法人には各種委員会があり、ホームにも五つの委員会が
ある。そのうちの医療安全委員会により年1回身体拘束に
ついての勉強会が開催されている。ベッドからの転落の危
険性が予測される利用者には1点柵で床に緩衝用マットを
敷いたり、イスからのずり落ちが心配される利用者には
テーブル上に興味をひくものを置いたりして行動を制限す
ることのないように工夫している。利用開始当初、外出傾向
のある利用者については動向を観察し、中庭に誘うなど本
人のその時の気持ちを理解するように努めている。

地域の認知症を患う方とそのご家族様を支
えてゆく取り組みとして認知症デイを開設し
た。現在ひばり区の民生委員の方にｱﾅｳﾝｽ
中。

日々の活動の報告事例の報告、ご利用者
様の状況等を報告しご理解を頂いている。
頂いた 意見を参考にｻｰﾋﾞｽの向上に努め
ている。

利用者代表、家族、区長、民生委員、社会福祉協議会職
員、広域連合職員、市職員が出席し、定期的に開かれてい
る。ホームからパソコンのパワーポイントを使い利用状況
や活動状況などを報告し、質問や意見、助言などをいただ
いている。ひやりハットなどについての貴重なアドバイスや
夏場のホーム内の環境についの意見などをいただき前向
きに取り組んでいる。

法人の理念をもとに事業所の目標や個人
の目標を立てている。朝礼では毎回ｺﾝｾﾌﾟﾄ
を読み上げて再確認している。ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ等
の際にケアの基本の考え方として『寄り添う
介護』の意味を再確認しながら話し合いを
行っている。

法人の理念「共に歩む」を更に具体化させるための「希望
に起きて感謝に眠る一日の幸せを応援いたします」というコ
ンセプトに沿い法人年度目標や部門目標、ホーム年度計
画を立て、｢寄り添う介護」というホームの基本的な考え方
を実践している。新入職員の研修にもこの考え方を周知徹
底し、OFFJT、OJTに沿って、管理者、先輩の職員が早期
に戦力化しようと熱心に指導に当っている。職員も｢寄り添
う介護」の真の意味を具体的に語ることができ、この考えに
そぐわない言動が職員にみられた場合には管理者が注意
したり、職員同士でお互いに注意し合っている。

こちらの夏祭りに招待したり、区の夏祭り、
防災訓練等に呼んでもらったりしている。地
域のボランティア様には毎月定期的に来て
頂き、今年から始めた俳句の会やお習字、
絵手紙、本の読み聞かせ、傾聴等関わって
下さっている。

複合施設として地元の区とは協働歩調をとっている。施設
として区費を支払い、回覧板も回り、区の各種イベントにも
参加している。併設養護老人ホームとの関わりも深く、ホー
ムの利用者が養護老人ホームの集会室で行われるオカリ
ナ・琴の演奏会、踊り、詩吟の会などに参加している。ホー
ムにも絵手紙、習字、傾聴ボランティア、俳句等の地域の
ボランティアが来訪し利用者と交流している。近くの高校の
生徒の見学も受け入れている。今年は月別のお題に沿っ
た句集をまとめ、利用者や家族にも喜ばれている。平均年
齢も高く地域に出ることがなかなか難しくなってきているが
地域のボランティアとの交流の機会も多く、利用者も適度な
緊張感を持って過ごしている。

(別紙の２)

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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グループホーム寿和寮

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人内外の研修の場を積極的に活用し職
員全員が参加できるよう配慮している。資
格の取得資質の向上に努めている。消極的
な職員に対しては一緒に参加したり、背中
を押してあげ、参加しやすい雰囲気作りをし
ている。

茅野市事業所連絡会の勉強会に参加し交
流している。中央病院主催の認知症カン
ファレンスやワールドカフェに出席。他の事
業所との交流あり。

スタッフ会議や個人面接、朝礼等随時意見
や考え方を聞くようにしている。内容によっ
ては管理者・ケアマネ・エリア長で審議する
ようにしている。エリア長が時々来所し、職
員の意見を聞き取りやすい雰囲気を作って
いる。

定例のスタッフ会議が毎月第4月曜日に開催されている。
行事報告や次月の予定、各委員会からの報告やカンファレ
ンス、勉強会等、内容も盛り沢山で意思疎通を図っている。
職員は必ず何れかの委員会に属しているので発表の機会
もある。職員一人ひとりが「目標管理シート」を年度ごとに
作成し、半期に一度振り返り、管理者と面談し意見・要望等
も伝えている。

代表者は個々の努力や実績を把握してね
ぎらい、各自がやりがいや向上心を持てる
ように配慮している。労働時間や職場環境
にも配慮している。出来るだけ一人一人に、
直接声を掛けるよう配慮している。

入所時には出来るだけ管理者・ケアマネ・エ
リア長が参加して説明を行い、わかりやす
い言葉で十分に説明し質問しやすい雰囲気
作りに努めている。入所後の相談窓口とし
ても活用していただくよう案内している。

ご意見箱を設置し苦情要望が反映できるよ
うに心掛けている。ご利用者様より直接意
見を出して頂けるような時間を取ったり、雰
囲気作りを行っている。介護相談員さんや
傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱさんにも意見の吸上げをお願
いしている。

家族の来訪は月1回から月2回の方が多く、その際に利用
者一人ひとりのくらしぶりをアルバムや作品を通して話、意
見や要望を伝え易いようにしている。家族会の「ことぶきの
会」が3月に開かれスライドショーを見ていただいたり食事
をとりながら家族と担当職員が懇談している。夏祭りや敬
老会にも家族を招待しているほか、「グループホーム寿和
寮だより」を配布しコミュニケーションをとるようにしている。

毎月のｽﾀｯﾌ会議、随時のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの中でｹ
ｱ方法の一部修正や変更を行う際にご本人
様の意思や尊厳が保たれる配慮が出来て
いるかどうかも合わせて検討するようにして
いる。

日常生活自立支援事業を利用されている方
がいらっしゃり、毎月訪問がある。制度につ
いて市の担当職員より説明を受けている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

ご利用者様同士が気軽に話し合えるように
話題を提供しお友達になれるようなきっか
け作りをしている。話しやすいような距離や
食席に配慮している。

ご家族様に支えて頂く部分とこちらで支える
部分を共有し一緒にご本人を支えて行く関
係を大切にしている。状況に応じて細やか
な情報の伝達を心掛けている。

在宅時の主治医Drに出来るだけ継続して
診察出来る様お願いしている。知人やなじ
みの訪問看護師の来訪を大切にしている。
外部のｲﾍﾞﾝﾄに参加した際などで知人がみ
えた際はお願いしてお話しする時間を取っ
てもらっている。

利用者の高齢化とともに家族や親戚以外の知人や友人を
迎え入れる利用者は少なくなってきているが在宅の時にお
世話になった元民生委員や近所の友人の来訪を受ける利
用者がいる。受診の度に家族と馴染みの店で外食したり、
家の行事で一時帰宅する利用者もいる。ホームで行ってい
る「ちょこっとドライブ」でお墓参りに出掛けるなど昔からの
習わしも大切にしている。

ご本人様ご家族様の意向に沿い、必要な
ｻｰﾋﾞｽを見極めﾌﾟﾗﾝを作成している。職員
で共有し統一したｹｱの提供に努めている。
個別の要望をお聞きし対応可能な社会資源
を探すようにしている。

人生の先輩として尊敬し、ご利用者様の昔
の苦労話や、お料理、家事等の生活の知恵
をお聞きする事で共に支え合うの関係を保
つよう心掛けている。出来ることの継続、出
来ていたことの回復を意識した支援を心掛
けている。

入所にあたっては、先方ケアマネさん同行
の元に居宅訪問を実施、施設見学の際にも
さらに理解を深めるための面談を行う。入所
に対する不安の軽減とご本人への理解を深
めるためのお試し一泊利用を実施したこと
もある。

入所前、入所後と場面ごとに出てくるご家族
様やご本人様の戸惑いや、伝えきれていな
かった想いについてその気持ちを推し量る
ように努め、信頼関係の構築に努めてい
る。
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グループホーム寿和寮

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

細かい変化やその時の気持ちの変化につ
いて記録するようにしている。ケアプランの
評価のための記録としても活用しておりプラ
ン修正、立案に活用している。

状況により退院後の生活ﾘﾊﾋﾞﾘの場として
の早期の受け入れ、通院の送迎やお見舞
い等柔軟な対応を行っている。入院されて
いた方が退院時、Ｄｒより一ヶ月安静臥床の
指示があり。ご家族の強い希望により受入
れを行った。

大まかな日常生活での日課を提供した上で
個々の希望に応じ参加していただいてい
る。出来ることﾁｪｯｸ表の記入評価と共にｽ
ﾎﾟｯﾄで行う家事的なﾚｸﾚｰｼｮﾝの中で、新た
な発見をすることもある。本にの自主性を大
切にしている

ご本人とご家族様の意向に沿ってご本人が
自分らしく生活できるように計画を作成して
いる。ご家族様にもお聞きしながらご本人の
状況の変化にあわせ随時計画の修正、変
更を実施している。

職員は一人から二人の利用者を担当し、月1回のモニタリ
ングでは自分の担当している利用者のケースについてリー
ダーとなり他の職員からの意見を集約し計画作成担当者と
検討している。日頃から利用者一人ひとりの希望を聞き取
り、6ヶ月毎の介護計画の見直し時に取り入れ、サービス担
当者会議で継続、修正等を検討している。

希望や意向について、出来る限り、ご本人
の生の言葉を聞き取れるように取り組んで
いる。一言二言話される中でご本人の気持
ちを推し量り気持ちを引き出すようなコミュ
ニケーションを心がけている。

職員の思い込みで促すと拒否されることもあるので、利用
者と職員がお互いが納得し行動できるように可能な限り個
別に関わる機会を多く持ち、利用者の意に沿うようにしてい
る。俳句の会でも一人ひとりの感性を引き出すようにしてい
る。現在、3軒の美容室の訪問美容を受けており、利用者
は自分の意思で選択することができる。また、外出等につ
いても無理強いせず、寝具の交換についても利用者の希
望に沿うようにしている。

福祉関係者だけでなくご友人や親戚の方等
ＧＨに来てくださった方からも、お聞きするよ
うにしている。思いがけず当時の暮らしにつ
いてお聞き出来る事もあり、その事で本人
からもさらに詳しい情報を得られる事もあ
る。

契約終了後も相談支援をさせて頂きたい旨
をお伝えしている。住み替えの際には先方
の担当者様に当施設に於いての認知症に
対するｺﾐｭﾆｰｼｮﾝの工夫やご本人の気持ち
のｻｲﾝの特徴などを細かく伝える様にして
いる。
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グループホーム寿和寮

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年２回の総合防災訓練を実施。ミニ訓練（緊
急連絡網・１７１災害用伝言ﾀﾞｲﾔﾙ・地震・通
報）を計画実施している。推進会議にて地
域の方への協力のお願いをしている。消防
設備点検を年２回実施。消防署の立ち入り
検査実施。

6月には総合防災訓練を実施しており今年度から併設養護
老人ホームとは別にホーム単独で取り組んでいる。9月に
は地区の防災訓練に合わせ地震想定で行い、ホームの避
難状況を地区の本部に報告した。毎月、テーマを絞りミニ
訓練も実施している。防災機器も完備し、非常時の備蓄も
確保されている。

入所の際、その後随時、重度化や終末期の
あり方について説明を行っている。急変時
や転倒時には今後のＡＤＬの低下やリスク
の発生の可能性、こちらの支援体制の限界
についてお話しさせていただき理解を求め
ている。

重要事項説明書に「重度化した場合における対応に係わる
指針」を載せ、利用開始時に利用者本人や家族に必ず説
明している。90歳代の利用者も数名おり、状態に応じて関
係者と話し合いをしながら進めていく体制ができている。要
望に合わせ他施設への住み替えについての相談もでき
る。職員の看取りに関する勉強会も実施し備えている。

身体急変時の勉強会を実施。発生時の手
順を再確認し、急変時の対応マニュアルを
掲示している。新規の職員が夜勤デビュー
する際は看護師より急変時の心得をあらた
めて指導している。

日常の関わりの中で築いた変化や気付を
経過記録に残す。それにより看護師が確認
している。内容により随時連絡を行う。必要
に応じ追加の情報交換を行い、Ｄｒと連携
取っている。

書面による情報提供だけでなく、入院付添
時やお見舞いの際に日常の様子を細かく伝
える様にしている。病院の相談室との情報
交換を行っている。

地域のﾎﾞﾗ、社協さんのﾎﾞﾗとして、習字、絵
手紙、本の読み聞かせ、俳句、傾聴を定期
的に実施楽しんで頂いている。地区の夏祭
り、文化祭、保育園、小学校との交流会にも
積極的に参加している。

在宅当時のかかりつけ医の継続を出来るだ
けお願いしている。平常はご家族様に付
添ってもらい必要時にはｽﾀｯﾌの対応も行っ
ている。身体機能の低下により往診対応が
増えている。

ホーム利用前からのかかりつけ医を継続している利用者
が多く、内科、精神科など数名の医師が利用者に関わって
いる。家族の高齢化も目立ってきており職員が付き添うこと
も多くなっている。併設養護老人ホームの看護師が定期的
に来訪し、協力医療機関の看護師と協働し利用者の健康
管理を行っている。
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グループホーム寿和寮

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

ご本人の状態に合わせ栄養バランスを考え
過不足のないように注意している。食事摂
取量・水分摂取量を観察し必要量の確保に
注意している。個別の大好きなおかずにつ
いて、定期的にお出しするように配慮してい
る。

口腔ケアに介助が必要な方、声掛けが必要
な方のアセスメントを随時行いケアさせてい
ただいている。義歯の洗浄についても同
様。

外出時のお化粧やおしゃれを特に大切にし
ている。日常生活では化粧水やつばき油へ
のこだわりに対応している。離床時の頭髪
の乱れについては随時ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞをお勧めし
たり介助している。

盛り付けや味付けについてお聞きしながら
調理している。職員が同席しＢＧＭや会話を
楽しんで食事をするようにしている。行事時
のお弁当作りや餃子・おはぎ・お寿司・干し
柿作り・お漬物作りを一緒にやってもらって
いる。

野菜の皮むきや下膳、おやつ作りなど、利用者はできる範
囲で参加している。声がけが必要な利用者や一口大に調
理する方が若干名いるが常食の方が多く、時間をかけて
ゆっくりと食べている。誕生会には本人の希望を聞き好きな
料理やケーキでお祝いをしている。中庭に家庭菜園があり
キュウリやプチトマト、ピーマンなど夏野菜を中心に収穫
し、職員も利用者から色々な調理方法を教えていただいて
いる。利用者も3ヶ所のテーブルにわかれ、広い中庭の
木々を見ながらゆったりとした気分で昼食を味わっていた。

自己決定が出来る様に話しやすい雰囲気を
大切にし、ご本人に合った言葉かけや表情
から気持ちを推し量るようにし、自己決定を
待つゆとりを大切にしている。

一人ひとりのペースを大切にしている。大枠
の日課の流れを説明した上でご本人の希望
に配慮してケアを提供している。

お一人お一人を尊重しプライバシーに配慮
した対応を行っている。接遇チェック表にて
自己診断を行っている。個人情報の保護に
努めている。　特に入浴・排泄介助ではプラ
イバシーを損ねないよう配慮している。

法人の担当部署による出張研修でソーシャルメディアの制
限などについての新しい情報を得ている。契約書の「入居
者及び身元保証人の権利」にも個人としての尊重やプライ
バシー保護、尊厳維持について記載されており職員も十分
理解している。法人統一の100項目からなる「接遇チェック
表」にも一人ひとりの尊重やプライバシーの確保について
ふれており職員は半期に一度振り返りの機会をもってい
る。
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グループホーム寿和寮

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ご利用者様の希望に沿って出来る限り外出
の機会を作っている。身体的理由により外
出希望する方が減少傾向にある。ご家族様
の協力によりお墓参りにいかれた方あり。
少人数や個別の外出・外食を実施してい
る。

昨年度試行的に行った「ちょこっとドライブ」を今年度5日間
にわたり4コースにわけ少人数で実施した。外出時、車椅子
が必要な方も若干名いるが必ず参加している。年間の外出
行事としてお花見やイチゴ狩りなどが行なわれている。中
庭が広く、ホームの窓から季節の移ろいを毎日眺めること
ができ開放感も味わっている。

受診往診時の記録の整備、情報の共有の
努めている。お薬の用法・量・副作用・効用
についてはﾌｧｲﾙにて確認し状態の変化を
観察、記録する。服薬介助では声出し、二
重チェク、飲み込み確認を行い、服薬ﾐｽの
回避に努める。

楽しみの多い、張りのある生活を送れるよう
支援している。一人一人がそれぞれの生活
の場面で趣味や生活歴を生かし主役にな
れるような働きかけ、役割分担に配慮して
いる。

週４日を入浴日とし体調や希望に応じて日
や順番を調整している。入浴剤を工夫しか
りん湯等も実施している。ゆっくり、くつろい
で頂けるように声掛けにも工夫している。希
望により日を入れ替えることもあり。

利用者は少なくとも週2回は入浴している。浴室内介助一
人、着脱介助一人の職員体制をとり安全で楽しく入浴でき
るようにしている。浴室内、脱衣室とも広く、車椅子を使用
している利用者には2人の職員で介助している。浴槽は大
きく深いが、浴槽内に踏み台をいれ入り易いようにしてい
る。入浴を拒む方には入浴順の最初に声がけし、状況によ
り時間をずらしたり、職員を変え、入浴へとつなげている。

一人ひとりが自由に、好みの場所で休息が
取れるよう落ち着いた空間を調えるよう配
慮している。就寝前にはテレビを見たり本を
眺めたりして、ご自分のペースで就寝されて
いる。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、尿意を
大切にしプライドを傷つけない対応、本人の
意思を尊重した対応にて介入している。尿
意の低下により時間誘導の方もいるが、時
間間隔に配慮し、出来るだけ失禁しないよう
にしている。

自立されている方が三分の一ほどで、布パンツやリハビリ
パンツにパットを使用している方が多い。トイレは2ヶ所で、
車椅子対応で手すりも随所に設けられている。夜間差込み
便器を使用する方もおり、必要な利用者には時間で声がけ
するなど一人ひとりに合わせ小まめに対応している。

食事の工夫と定期的な運動により予防を心
がけている。排便チェックを行いＤｒ，Ｎｓと連
携し、個々に応じた下剤の内服を支援して
いる。
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グループホーム寿和寮

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室がわかりやすいように表示している。安
心して生活できるよう、また混乱しないよう
に不必要な環境の変化を避けるよう心掛け
ている。希望に応じて電灯の紐を延長しご
自分で使いやすいようにした事もある。

リビングの戸棚に新聞や雑誌、回覧板、広
報誌等いつでも見れるように置いている。居
室への持ち込みもＯＫであり、それぞれ好き
な本を居室で見てもらっている。ｿﾌｧｰの配
席は決めていない。

在宅の時に使っていたなじみの家具やテレ
ビ、　ぬいぐるみ、観葉植物、信仰の対象等
を置かれている。タンスの中段の戸棚には
おもいおもいに好みの小物を飾っていただ
いている。

居室入口には木の名前のプレートが付けられ室内にはロッ
カーと収納用の棚、洗面台、鏡などが備え付けられてい
る。自宅からテレビやチェストなどを持ち込んでいる利用者
もいる。自分で作ったアート作品を壁に貼ったり、手作りの
小物入れなどを置いている居室も見られた。どの居室も掃
きだし窓で遠くの山々や街並みを目にすることができ四季
の移り変わりを居ながらにして感じ取れる。

入所時のご家族・ご本人の希望により個別
のルールを確認し電話利用の支援を行って
いる。家人よりの電話を取り次ぐことで、コ
ミュニケーションの機会をより多く取れるよう
支援している。

共有の空間にそれぞれに合わせた季節の
お花や観葉植物を置いている。季節に合わ
せてたなばた飾り、お雛様等の飾りをし心
地良い落ち着いた雰囲気が保てるように工
夫している。リビングに習い事の作品を掲
示している。

玄関を入ると利用者がくつろぐ食堂が目に入る。食堂から
リビングまでの共有空間がＬ字型に配置され夏椿を初めと
した木々や家庭菜園のある中庭に臨んでいる。共有スペー
スの壁には絵手紙、俳句の短冊、習字など利用者の名前
をつけた作品が整然と掲示され、リビングには利用者手作
りの手芸品などが展示されていた。夏場は窓を開け風通し
をよくしたり扇風機などを使い自然の風で過ごし、冬場はフ
ロアに設置されている床暖房で快適に過ごしている。

ご家族様の了解のもとに少額のお金を施設
でお預かりしている。職員が代行して希望
の物を購入している。ご自分で直接お金を
使うことは減ってきている。
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